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特別支援教育の導入と 

その以後の日本の 

特殊教育サービス伝達体制の変化 



特別支援学校 

学校数 

1,026校 

幼児児童生徒数 

112,334名 

教職員数 

83,824名 

特別支援学級 

学級数 

40,004学級 

児童生徒数 

124,166名 

担当教員数 

42,603名 

通級による指導 

児童生徒数 

49,685名 

2008.5.1現在 

≒ 8.5% 

小・中学校段階 



1997      2002      2007 

特別支援学校 

知的障害 

特別支援学校 

肢体不自由 

特別支援学校 

聴覚障害・視覚障害 

ゆとり教育の実施
アジア通貨危機

非正規雇用社員の増加

文部科学省 「データから見る日本の教育」 ２００８ より引用・改変

幼児児童生徒及び学生数の推移

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990  1993  1998  2003  2008

特別支援学校 在籍者数 



平成１４年、文部科学省調査： 知的発達に遅れはないものの学習面や行動面で著しい困難を示すと担任教師が回答 

特別支援教育の新しい対象：発達障害 
学習面や行動面で著しい困難を示している児童生徒 （６．３％） 

  行動面で著しい困難 
 

  ２．９％ 

学習面で著しい困難 
 

４．５％ 

学習面及び行動面の両方で著しい国難 

１．２％ 

学校で困ってい
るんですよ！

学校で困ってい
るんですよ！

何でおまえだけ
できないの？

何でおまえだけ
できないの？

また怠けてるまた怠けてる

家庭でちゃんと
しつけてください

家庭でちゃんと
しつけてください

家ではいい子
なんです

家ではいい子
なんです

先生の指導力不
足じゃないの？

先生の指導力不
足じゃないの？

まじめにやれ！まじめにやれ！

お兄ちゃんは
できるのに

お兄ちゃんは
できるのに

特別支援教育の新たな対象：発達障害

みんなと一緒に
やりたいけど、
うまくできない

みんなと一緒に
やりたいけど、
うまくできない

どうしてぼくだ
けできないんだ

ろう？

どうしてぼくだ
けできないんだ

ろう？

きょうもまた
叱られた

きょうもまた
叱られた

学校に
行きたくない

学校に
行きたくない

本人も困っている！

誰もボクのことを
わかってくれない

誰もボクのことを
わかってくれない

ボクは変なの？ボクは変なの？

2002年文部科学省調査 



特別支援学校は、複数の障害種に対応する。 

特別支援学校は、センター的機能を発揮する。 

2007.4.1 特別支援教育制度実施 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校は、障害の 

ある幼児児童生徒の教育を実施する。 

特別支援教育
コーディネー
ターの指名 

校内委員会の
設置 

個別の教育支
援計画の作成 

特別支援学校
センター的機
能の活用 

特別支援教育Inclusive Educationの実施 



特別支援教育コーディネーターの指名特別支援教育コーディネーターの指名

• マネジメント
• 連絡・調整
• 情報収集
• 広報活動
• ネットワーク

・校内や関係機関
との連絡調整
・保護者に対する
相談窓口
・校内委員会での
推進役

課題解決へ向けた筋道

校内（学年、学級、
管理職、保護者）

校外（医療・福祉機関、
盲・聾・養護学校、
相談機関）

通信の発行、ＨＰの活用

進路開拓、地域資源の確認
ネットワーク会議への参加

校内委員会の設置



教育の場の 

決定は、 

市町村教育委員会 

 

その選択は、 

保護者の 

意見聴取による 

高等学校 

中学校 

小学校 

幼稚園 

特別支援学校 

特別支援学校 

センター的機能の活用 



課題 

全ての幼稚園、小学校、中学校、高等学校への 
特別支援教室Resource Roomの設置 

特別支援教育による生徒の卒業後の就労の場の確保 

教師の専門性の確保 
センター的機能の発揮に係る専門性 

①特別支援教育の各障害種別に係る専門性 
②幼・小・中・高の各教科指導に係る専門性 

 



特別支援学級・通級による指導 制度から
特別支援教室Resource Room制度

特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申） 平成１７年１２月８日 中央教育審議会

一部の時間のみ特別支援教室
で特別の指導を受ける形態。

特別支援
教室 Ⅲ

比較的多くの時間を通常の学
級で指導を受けつつ、障害の状
態に応じ、相当程度の時間を特
別支援教室で特別の指導を受
ける形態。

特別支援
教室 Ⅱ

ほとんどの時間を特別支援教
室で特別の指導を受ける形態。

特別支援
教室 Ⅰ

特別支援学級及び通級指導教室の設置 小学校

15391校15051校14681校
設置総数

22197校22420校
22607校小学校総数

69.30%67.10%64.90%設置率

2008年度2007年度2006年度区分

特別支援学級及び通級指導教室の設置 中学校

7135校6989校6797校
設置総数

10055校10150校10190校
中学校総数

71.00%68.90%66.70%設置率

2008年度2007年度2006年度区分

全ての幼稚園、小学校、中学校、高等学校への 
特別支援教室Resource Roomの設置 

特別支援学校高等部本科卒業後の状況

進学者

教育訓練機関

就職者

施設・医療機関

その他
９，１１０人
６３．２％

３，５０６人
２４．３％

８７３人
６．１％

３９４人
２．７％

５３４人
３．７％

２００８年３月
１４，４１７人

課題：就職率の低さ
２４．３％

特別支援学校高等部卒業生の進路

施設・医療機関

就職者特別支援教育による生徒の 
卒業後の就労の場の確保 



教師の専門性の確保 

特別支援学校免許状保有率 特別支援学校教諭の 

免許所有≒70% 

特別支援学級教諭の 

免許所有≒30% 

特別支援学級教諭 

5年以下≒55% 



特別支援教育の現状

特別支援学校

通級指導教室

特別支援学級

小学校・中学校の通常の学級

インクルーシブ教育

特別支援学校

通級指導教室

特別支援学級

小学校・中学校の通常の学級

特別支援教室

インクルーシブ教育
Inclusive  Education System

国内が整備され、
障害者に関する権利条約
が批准

→インクルーシブ教育
に移行

幼稚園・高等学校 

不登校・虐待関係等を含めた 

特別の教育的ニーズへの対応 

個別の 

指導計画の 

作成 

個別の 

教育支援計画の 

作成 

             

                  
  

ギフテッド 

外国人児童生徒 

日本の 
特別支援教育の 
今後の予想 

日本の 
特別支援教育の 
今後の予想 

韓国の 
皆様方と 

障害児のために 
お祈り申し上げます 

韓国の 
皆様方と 

障害児のために 
お祈り申し上げます 

センター的機能 



ＨＯＫＫＡＩＤＯ 

Shiretoko 

crane  

Asahikawa 

Sapporo 

Hakodate 

Obihiro 

面積 ８万３５５０ ㎢ 
人口    555万人 

Otaru 

Shiretoko 

Kushiro 

丹頂鶴 

ヒグマ 

特別支援学校63校 

視覚障害  5校 

聴覚障害       8校 

知的障害     37校 

肢体不自由 10校 

病弱              3校 

特別支援学校4,748名 

特別支援学級7,534名 

通級指導教室2,614名 

合  計   14,896名 


